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ノオトの（　　　）の中の解答を赤字で書いています。






P1	１章　循環器系のしくみ	１　血液と血球
血液成分の比率は、赤血球・白血球・血小板の血球が約（　45　）％、水やミネラルや有機物が含まれる血しょうが約（　55　）％です。
血球は、骨髄でつくられ、古くなると（　脾臓　）で破壊されて肝臓で分解されます。

＜赤血球＞
・円盤状で、真ん中がくぼんでいます。
・（　核　）がありません。鳥類、魚類、爬虫類、両生類の赤血球は核があります。
・（　ヘモグロビン　）（鉄を含むタンパク質）を持ち、酸素を運びます。

＜血小板＞
・血管が損傷すると、集まって血栓をつくり止血をします（　血液凝固　）。

＜白血球＞
・不定形で（　核　）があります。
・アメーバ―運動を行い細菌・ウイルスなどを取り込み殺します（　食作用　）。

	顆粒球：細胞内に殺菌成分を含んだ顆粒を持っています。
（　好中球　）［こうちゅうきゅう］：細菌を取り込み殺します【　50～60％　】
	リンパ球：ガン細胞や細菌・ウイルスに侵された細胞を免疫反応で攻撃します【　30～40％　】

P２	2　血管
＜動脈＞
	筋肉（平滑筋）が厚い→（弾力性が高い）
＜静脈＞
	筋肉（平滑筋）が薄い→（弾力性が低い）
	血液の逆流を防ぐため、（　弁　）があります。


P３	3　血液の循環と心臓
心臓から送り出す血管を（　動脈　）、心臓に入る血管を（　静脈　）といいます。

全身に送り出す圧力は強くないといけないので、（　左心室　）の筋肉の方が多く厚くなっています。

P４	4　心臓の弁の働き
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①全身から戻ってきた血液は（　右心房　）に入ります。
②右心房が収縮すると、（　三尖弁　）が開き、血液を（　右心室　）に流します。
③右心室が収縮するとき、三尖弁が開いていると右心房に血液が逆流するので、収縮と同時に三尖弁が閉じます。
④右心室から送り出され始めると（　肺動脈弁　）が開きます。収縮が終わると送り出された血液が逆流しないように肺動脈弁が閉じます。
⑤肺から戻ってきた血液は（　左心房　）に入ります。
⑥左心房が収縮すると、（　僧帽弁　）が開き、血液を左心室に流します。
⑦左心室が収縮するとき、僧帽弁が開いていると左心房に血液が逆流するので、収縮と同時に僧帽弁が閉じます。
⑧左心室から送り出され始めると（　大動脈弁　）が開きます。収縮が終わると送り出された血液が逆流しないように大動脈弁が閉じます。

P６	２章　呼吸器系のしくみ	1　上・下気道
下気道の気管は、U字型の（　軟骨　）で丸い形状を保っています。軟骨なので外から力が加わるとつぶれて気道が狭くなることがあります。

P７	2　肺
気管は肺の手前で左右に分かれて（　気管支　）になります。気管支はさらに細かく枝分かれを繰り返して細い管になり、先にブドウのような（　肺胞　）を持ちます。

P８	3　呼吸のしくみ
胸郭・横隔膜と胸膜の間には（　胸膜腔　）という空間があります。

息を吸い込むときは、ゆるんだ横隔膜を（　収縮　）させます。そうすると、肺は下に引っ張られて大きく膨らみます。


P１０	2　生殖器のしくみ（メス）
メスは、卵子やホルモンをつくる（　卵巣　）、受精卵が育つ（　子宮角　）、発情期と分娩時に拡張する子宮頚管があります。

イヌは一度に（　4～5　）頭、ネコは（　4～8　）頭出産します。

3　乳腺
イヌは乳腺が（　5　）対、ネコは（　4　）対あります。

（　卵巣　）を摘出するとエストロゲンの分泌も少なくなるので腫瘍化リスクが激減します。

P１１	4　妊娠のしくみ
①（　発情期　）を迎える時期になると、脳下垂体前葉から卵胞刺激ホルモン（FSH）が分泌されます。
②（　卵巣　）から卵胞ホルモン（エストロゲン）が分泌され子宮内膜を厚くし妊娠の準備をします。
③卵巣にある卵胞が発育をして成熟卵胞になります。妊娠の準備ができたら発情出血や外陰部の充血がみられます。この時期を（　ヒート　）と言います。
④脳下垂体前葉から、黄体形成ホルモン（LH）が一気に分泌されます。これをLHサージといいます。LHサージをきっかけに（　排卵　）が起こります。イヌネコは複数の卵子を排卵するため多産になります。
⑤排卵後の卵胞は（　黄体　）になり、プロゲステロンが継続的に分泌され乳腺が発達し妊娠を維持させます。

発情
	
	イヌ
	ネコ

	排卵のタイプ
	自然排卵
	（　交尾　）排卵



P１２	４章　遺伝	１　遺伝のしくみ
動物の身体は細胞からできています。細胞の中には核があり中に（　染色体　）があります。染色体には（　DNA　）が収められています。
染色体が2本から1本に減るので（　減数分裂　）といいます。

自分のコピーを作ることを（　クローン　）といいますが、生物がクローンを作り続けると環境の変化に適応することができない場合その種は全滅します。

P１３	
Wの遺伝子を（　顕性　）、特徴が表われないBの遺伝子は（　潜性　）といいます。

P１４	２　イヌ・ネコの遺伝性疾患
イヌの犬種開発は、世界中に植民地や領土を持っていた19世紀の（　イギリス　）で盛んに行われました。
ミックス（雑種）は、純血種より病気に強く長生きする傾向があります。最近は、意図的に純血種同士で交配せず他の純血種とのミックス（ハーフ）の交配を行う「（　戻し交配　）」を行い、健全性と新しい犬種開発を行う取り組みも行われています。
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